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 論文審査の結果の要旨
 希土類元素の4f軌道は局在性と葬局在性を合せ持った軌道である。この場合,非局在性は4f
 軌道と価電子帯との混成から生じている。このような状態において,希土類元素の3d内殻を励
 起すると,4f軌道は緩和し,価電子帯から1個の電子が4f軌滋に流れ込む。これを4f軌道の緩
 和という。
 このような緩和は3d内殻ホール生成時と,崩壊時では異なった段階にあることが予想される
 が,それに関する知見は今までに得られていなかった。第1章では,このような観点から今まで
 の研究が概観され,その問題点,疑問点等が指摘される。第2章では,3d内殻ホ一間ルの崩壊時
 に発生するX線すなわち,MX線の硯究結果が述べられる。この醗究では,3δ内殻励起手段と
 して,X線励起とイオン励起の2つの方法が弔いられる。第3章では,3d内殻ホール生成時の
 情報を与える3dX線光電子スペクトルの結果が述べられる。第4章においては,第2,第3章
 の2つの結果が比較検討され,3d内殻ホール生成と崩壊時における4f軌道の緩和の度合が大
 きく異っていることが指摘される。
 これらのことより,重希土類元素の3d内殻生成時においても3d9妊n+1の緩和状態が生成さ
 れているという,今までにない新しい事実を突止めた意義は大きい。また,重希土類元素のMX
 線スペクトル線の帰属を確定し,本質的には3d94f叶1の緩和状態のみが崩壊時には存在するこ
 とを明らかにしている。
 以上,本論文は重希土類元素の4f軌道の非局在性に伴う3d内殻励起,崩壊過程における新
 しい事実と新しい見解を示したものであり,提出者が自立して研究活動を行なうに必要な高度の研
 究能力と学識を有することを示している。よって,荒井宏提出の論文は,運学博士の学位論文と
 して合格と認める。
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